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千葉大学環境ISO学生委員会と京葉銀行は地域活性と環境に貢献するため、2017年7月に協同でecoプロ
ジェクトを開始しました。その年度実施報告会を2018年3月19日に行い、学生たちが京葉銀行頭取と千葉大学
長に成果と進捗状況について報告を行いました。

「千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト」2017年度実施報告

■プロジェクトについて

名称： ７色の虹を千葉から未来へ
～千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト～

目的： ① 県民の皆さまや京葉銀行の役職員、お取引先企業、千葉大生に対する環境意識の啓発活動
② ①の活動による地域社会の活性化と環境負荷削減への貢献
③ 京葉銀行の役職員や多様な主体と協同することによる学生の社会勉強の機会

実施内容：
１）京葉銀行による環境ISO学生委員会の環境活動支援

京葉銀行から200万円の資金支援を受け、延べ23名の学生が、国内外（カナダ・岩手・愛媛・京都・四国）
の５つの環境系の会議や大会に出席し、千葉大学の学生による先進的な環境への取り組みを発信し、サステイ
ナブルキャンパスの推進に貢献しました。また、京葉銀行が協賛となり、地域社会を巻き込んだ学生委員会主
催の環境啓発イベント「Chiba Winter Fes 2018」を2月12日に実施しました。

２）学生による「エコアクション21」取得コンサルティング

京葉銀行が取引先企業を紹介し、学生委員会が環境マネジメントシステムの認証であるエコアクション21の
コンサルティングや環境レポート作成補助行う企画。今年度はエコアクション21の事務局と調整、コンサル
対象企業の訪問などを行い、来年度より本格的にコンサルを実施していく予定。

３）学生発案の７つの環境貢献企画（各企画の実施報告は次ページ参照）

① 千葉大生とともに考える企業のための環境ゼミナール（経営者向け環境啓発活動）
② こどもエコまつり（地域住民・子ども向け環境啓発活動）
③ 千産千消フェア～ちばを食べてエコしよう～（地産地消のPR・環境負荷削減活動）
④ Chibaクリーンアクション（海岸清掃など環境ボランティア活動）
⑤ 都市鉱山発掘プロジェクト（銀行窓口への小型家電回収BOX設置による資源再利用意識の啓発活動）
⑥ エコ発信局（各種媒体を活用した環境負荷削減に貢献する情報発信）
⑦ 京葉銀行エコチャレンジ（京葉銀行各支店の環境への取組状況と改善結果を評価・表彰）

■2017年度実施報告会について

京葉銀行に関するお問い合わせ
京葉銀行 経営企画部 広報グループ

TEL:043-306-8065

千葉大学に関するお問い合わせ
千葉大学環境ISO事務局

TEL:043-290-3572

2018年３月19日（月）10:30から、京葉銀行千
葉みなと本部で行われ、京葉銀行の熊谷俊行取締
役頭取と、千葉大学の徳久剛史学長に対して、環
境ISO学生委員会の学生５名から具体的なプロ
ジェクトの実施・進捗・成果報告を行いました。

報告会の様子報告書を学長と頭取に手渡す学生



■学生発案の７つの環境貢献企画 実施状況について

①千葉大生とともに考える
企業のための環境ゼミナール

②こどもエコまつり

③千産千消フェア
～ちばを食べてエコしよう～

④Chibaクリーンアクション

⑤都市鉱山発掘プロジェクト

⑥エコ発信局

⑦京葉銀行エコチャレンジ

11月15日に京葉銀行主催の『企業を変える人材活用 千葉県プロフェッ
ショナル人材戦略拠点セミナー』において、中小企業関係者74名に対し、
学生委員会が千葉大学の事例とオフィスエコについて30分講演しました。

8月3日に京葉銀行主催のイベントで実施し、参加した子どもは23名で
した。８月20日には道の駅「保田小学校」で実施し、紙すき体験やエ
コクイズ、分別ゲーム、うちわづくりなど100家族以上が参加しました。

2月12日に開催した学生委員会主催の環境啓発イベント（1500人が来
場）で、京葉銀行が農家と連携して循環型農業を目指し自然由来の有機
肥料を多く利用した特産品の販売ブースを出店しました。

今年度は開催地などについて検討しました。来年度より実施していく予
定です。

京葉銀行は国から認定を受けた小型家電の認定事業者と連携し、回収の
仕組みづくりを行い、学生はダンボールで回収箱を製作しました。
2018年4月より京葉銀行の支店窓口に設置する予定です。

9月に京葉銀行HP内に本プロジェクトの特設サイトを開設し、毎月エコ
啓発記事「いそちゃんの部屋」を更新しています。10月には京葉銀行
が発行する情報誌に学生が執筆したエコ啓発記事を掲載しました。

学生が作成した省エネ省資源チェックシートをもとに、京葉銀行全支店
でエコ行動を見直し、目標を設定して取り組みました。今後、銀行が学
生とともに評価・表彰をしていく予定です。

① セミナー講師を行う学生 ② 子どもに紙すきを体験させる様子 ③ 地産地消の特産品販売ブース

⑤ 小型家電の回収箱 ⑥ プロジェクト特設サイト ⑦ チェックシートについての打合せ

■プロジェクトの成果について

プロジェクトの発足時や、こどもエコまつり等のイベント開催時に新聞やテレビで報道（14記事、5番組）された
ほか、本プロジェクトが評価され、下記のような様々な賞を受賞しました。
• 平成29年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰「対策活動実践・普及部門」（環境ISO学生委員会が受賞）
• 第３回サステイナブルキャンパス賞「学生活動・地域連携部門」（環境ISO学生委員会が受賞）
• 低炭素杯2018「優良賞」（環境ISO学生委員会が受賞）
• 平成29年度21世紀金融行動原則「特別賞（運営委員長賞）」（京葉銀行が受賞）


